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小
寒 

 

五
日 

 
 

こ
の
日
は
寒
の
入
り
で
、
節
分
ま
で
の
期
間
が
「
寒
」
で

す
。
寒
さ
は
こ
れ
か
ら
が
本
番
。
池
や
川
の
氷
も
厚

み
を
ま
す
頃
で
す
。 

大
寒 

 

二
十
日 

 

一
年
で
一
番
寒
さ
の
厳
し
い
頃
で
す
が
、
同
時
に
こ
れ

か
ら
は
暖
か
く
な
る
と
言
う
こ
と
で
す
。
春
は
も
う

目
前
。 

     

二十四節季 

オ
キ
ド
キ
ニ
ュ
ー
ス 
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一
月
号 

ク
リ
ス
マ
ス
演
奏
会 

 

十
二
月
二
十
四
日
（
土
）
、
デ
イ
ル
ー
ム
に
て
、

「ク
リ
ス
マ
ス
会
」を
催
し
ま
し
た
。 

当
日
は
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
方
に
、 

「ギ
タ
ー
と
オ
カ
リ
ナ
」の
演
奏 

を
披
露
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

「
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
」
、
「
赤
鼻
の
ト
ナ
カ
イ
」
な
ど
の

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
は
じ
め
、
昭
和
を
代
表
す

る
歌
謡
曲
を
数
曲
、
約
一
時
間
に
わ
た
り
演
奏
し

て
頂
き
ま
し
た
。
オ
カ
リ
ナ
と
ギ
タ
ー
が
奏
で
る

音
色
に
う
っ
と
り
さ
れ
る
利
用
者
様
、
昔
懐
か
し

い
曲
を
一
緒
に
口
ず
さ
む
利
用
者
様
な
ど
、
大
変

素
敵
な
時
間
を
過
ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。 

オ
カ
リ
ナ
と
ギ
タ
ー
演
奏
の
あ
と
は
、
職
員
扮

す
る
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
、
ご
利
用
者
の
皆
様

へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
、
大
変
楽
し
い
「
ク
リ
ス

マ
ス
会
」と
な
り
ま
し
た
。 

 

医
療
費
控
除
に
つ
い
て 

 

平
成
二
十
八
年
中
（
二
十
八
年
一
月
一
日
～
十
二

月
三
十
一
日
）の
間
に
、
当
施
設
に
支
払
わ
れ
た
介
護

保
険
一
部
負
担
金
な
ど
、
国
が
控
除
を
認
め
る
費
用

に
つ
い
て
は
、
「医
療
費
控
除
の
対
象
」と
な
り
ま
す
。  

 

当
施
設
の
場
合
、
領
収
書
の
各
項
目
の
金
額
の
後

ろ
に
「*

」
の
印
が
付
い
て
い
る
も
の
が
、
医
療
費
控
除

の
対
象
と
な
る
金
額
で
す
。 

 

領
収
書
の
送
付
に
つ
い
て 

昨
年
中
に
振
込
で
お
支
払
い
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
当

該
分
の
領
収
書
を
、
今
回
の
請
求
書
の
封
筒
に
同
封

し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
確
認
下
さ
い 

 

 

 

面会時は「手の消毒」・「マスク着用」 

※熱・咳などの症状がある方は、面会をお控え下さい。 

 

 

 

ご
当
地
グ
ル
メ
（兵
庫
県
） 

か
つ
め
し 

「
か
つ
め
し
」
は
、
平
皿
に
ご
飯
を
盛
り
、
そ
の
上

に
ビ
ー
フ
カ
ツ
（ま
た
は
豚
カ
ツ
）
を
乗
せ
、
デ
ミ
グ

ラ
ス
風
味
の
た
れ
を
か
け
、
ゆ
で
た
キ
ャ
ベ
ツ
を
添

え
た
兵
庫
県
の
郷
土
料
理
で
す
。 

 

こ
の
「か
つ
め
し
」は
昭
和
二
十
～
三
十
年
頃
、
加

古
川
駅
前
に
あ
っ
た
「い
ろ
は
食
堂
」で
ビ
ー
フ
カ

ツ
レ
ツ
を
だ
す
際
に
お
皿
が
足
り
な
く
な
り
、
そ

れ
を
ひ
と
つ
の
お
皿
で
、
ご
飯
、
ビ
ー
フ
カ
ツ
レ
ツ

を
乗
せ
、
た
れ
を
か
け
た
こ
と
か
ら
、
「か
つ
め
し
」

が
誕
生
し
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
お
箸
で
気
軽
に

食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
洋
食
」と
い
う
ル
ー
ツ
か
ら

き
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
で
は
、
家
庭

や
、
学
校
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
ま
す
。 

  

 

写真はあくまでイメージです。 

1 月 18日昼食に提供！ 

《 

総
務
課
よ
り 

》 

利
用
料
の
お
支
払
い
は
毎
月
十
五
日
ま
で
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
に
お
支
払
い
下
さ

い
。
尚
、
窓
口
で
の
お
支
払
い
は
年
中
無
休
、
午
前

九
時
か
ら
午
後
四
時
の
間
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

  

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

皆
様
方
に
は
良
き
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
２
０
１
６
年
、
私
ど
も
珠
泉
会
は

法
人
創
立
２
０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
こ
れ
も
一
重
に
皆
様
方
か
ら
の
、
格
別
の

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
賜
と
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

珠
泉
会
で
は
、
国
の
目
指
す
「
で
き
る
限
り
住

み
慣
れ
た
地
域
で
人
生
を
続
け
る
」
こ
と
を
基
本

と
し
た
介
護
保
険
の
方
針
に
沿
い
、
昨
年
九
月

に
は
中
央
道
八
王
子
イ
ン
タ
ー
近
く
の
、
八

王
子
市
中
野
山
王
二
丁
目
に
全
室
個
室
、
全

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
ア
メ
イ
ズ

を
開
設
し
ま
し
た
。
同
施
設
は
「
訪
問
看
護

事
業
」
と
「
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事

業
」
を
併
設
し
「
大
規
模
多
機
能
・
複
合
型

施
設
」
と
し
て
、「
高
齢
者
の
誰
も
が
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
拠
点
」
作
り
を

現
在
目
指
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
一
方
で
、
政
府
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
基
本
方
針
２
０
１
５
」
に
盛
り
込
ま
れ

た
、
日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
（
注
）
の
一
翼
を
担
う
べ

く
、
東
北
自
動
車
道
那
須
Ｉ
Ｃ
よ
り
約
２０
分
、
那

須
・
芦
野
温
泉
の
地
に
、
「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
プ 

 

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
訪
問
系

の
サ
ー
ビ
ス
を
併
設
し
た
、
生
涯
活
躍
で
き
る
ま

ち
「
ア
ク
ー
ユ
芦
野
倶
楽
部
（
仮
称
）
」
を
、
本

年
８
月
オ
ー
プ
ン
目
指
し
事
業
を
進
め
て
お
り
ま

す
。 本

事
業
は
医
療
法
人
が
事
業
主
体
と
し
て
展
開

す
る
、
本
邦
初
の
本
格
的
な
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
事
業
と
し

て
各
方
面
か
ら
注
目
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

今
後
も
私
ど
も
珠
泉
会
で
は
、
組
織
理
念
で

あ
る
「
人
と
社
会
の
ケ
ア
を
通
じ
て
、
健
や
か

な
未
来
社
会
を
創
造
す
る
」
べ
く
、
一
歩
一
歩

努
力
を
重
ね
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

本
年
も
倍
旧
の
ご
支
援
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
成
二
十
九
年
一
月
一
日 

医
療
法
人
社
団 

珠
泉
会 

 
理
事
長 

市
村
義
久 

（
注
）
日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
と
は
、
東
京
圏
を
は
じ
め
と
す

る
高
齢
者
が
、
自
ら
の
希
望
に
応
じ
て
健
康
な
時
か
ら
地

方
に
移
り
住
み
、
介
護
・
医
療
が
必
要
に
な
る
時
期
ま
で
、

地
域
社
会
に
お
い
て
サ
ー
ビ
ス
の
「
受
け
手
」
か
ら
積
極

的
な
社
会
活
動
に
参
加
し
、
社
会
の
「
支
え
て
」
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
、健
康
で
活
動
的
な
生
活
を
送
る
と
と
も

に
、
医
療
や
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
際
も
、
継
続
的
な
ケ

ア
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
を
目

指
す
も
の
で
す
。 

 

 

ど
ん
ど
焼
き
（
才
の
神
焼
き
） 

 

「ど
ん
ど
焼
き
」は
、
正
月
の
松
飾
り
、
注
連
縄
、
書

初
め
な
ど
を
家
々
か
ら
持
ち
寄
り
、
一
箇
所
に
積
み

上
げ
て
燃
や
す
と
い
う
、
日
本
全
国
に
伝
わ
る
お
正
月

の
火
祭
り
行
事
で
す
。
地
域
に
よ
り
時
期
は
違
い
ま
す

が
小
正
月(

一
月
十
五
日
頃)

に
行
な
わ
れ
ま
す
。 

「
ど
ん
ど
焼
き
」の
火
に
あ
た
っ
た
り
、
焼
い
た
団
子
や

ま
ゆ
だ
ま
を
食
べ
れ
ば
、
１
年
間
健
康
で
い
ら
れ
る
な

ど
の
言
い
伝
え
も
あ
り
、
無
病
息
災
・五
穀
豊
穣
を
祈

る
民
間
伝
承
行
事
で
す
。 

あ
き
る
野
市
で
も
秋
川
や
平
井
川
の
河
原
な
ど
で

成
人
の
日
前
後
の
早
朝
に
多
く
が
行
わ
れ
ま
す
。 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%89%9B%E3%82%AB%E3%83%84
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%B1%9A%E3%82%AB%E3%83%84
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AD%E3%83%A3%E3%83%99%E3%83%84
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%B5%E5%BA%AB%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%83%B7%E5%9C%9F%E6%96%99%E7%90%86

